新聞 小説 は 新聞 以外で は 私の 小説 を 読む はずの ない 

人が 読者 の 大部分で あるから、 神経が つかれて 書きた 

くない。 しかし、 アベ コ べに、 同じ 理由で、 書いて み 

たいとい う 劇しい 意慾もう ごくので ある。 

私 は 前に 東京 新聞に 「花 妖」 を 連載して 失敗した。 

読者に ゥケ がわる いと 営業の 方から 文句が でて、 途中 

で やめて くれと 云って きた。 これ を 朝日 新聞の S とい 

う 前 学芸 部長の 話に よると、 坂 口 はなん とか まとめた 

がった の だが、 あんまり ゥケ がわる いので、 新聞の 方 

で、 途中で シ リキレ トンボに ちょん 切って しまった、 

と 見て いたよう な こと を 方々 に 書いたり 喋ったり して 



なる から、 今 チョン 切る 不親切 をかん べんして くれ、 

という 意味の 事情 を 明記して おいて くれ。 承知した と 

池 田 太郎は 答えた が、 実行し なかった。 私 も 腹が立つ 

たが、 最後まで 私の ために 苦労して くれた 四 人の 文化 

部員が、 そのために クビ になったり、 窮地に 立って は 

気の毒 だと 思って、 黙って いたので ある。 朝日 新聞の 

S 先生が 見て いたよう な こと を、 ぁッ ちこッ ちで 書い 

ている のが 何より 阿呆らしかった が、 ま、 新聞 小説と 

して 大失 敗であった ことに 変リ はない から、 これ も 因 

果と默 つていた。 

そのと き、 読売の 文化 部長の 原 君 (今の 社会部 長) 



が 残念が つ て、 読売 だったら トコ トンまで 書いても 

ら つたのに 残念 だと、 四面楚歌、 日本人が みんな 悪く 

云って る 時に (作者に はそう 見える よ) 私 を なぐさめ 

て 、 復謦 戦と い う 意味 で 読売 へ 書かない かとすす めて 

くれた。 非常に 感謝した が、 いま 書く という 気持 もな 

い。 今度 新聞に 書きた くな つたら、 第一 作 は 必ず 読売 

に 書く という 約束 をむ すんだ。 その後、 時々 すすめ を 

うけた が、 新聞 小説と いうと、 どうも オック ゥだ。 も 

う、 ちょ ッと、 と、 延び延びになって いたが、 にわか 

に 書いて みたくな つたので ある。 

なにぶん、 新聞 小説と いう もの は、 営業の 方の 責任 



い。 その 意味で は 白紙で あるから、 この 人た ちが どう 

読む だろう か、 という 興味 も わく。 とにかく、 文藝春 

秋 を文藝 ハル アキと 読んで いるで はない か。 それ を 正 

しいと 思い こんで、 ほかに 正しい 読み方が ある- J と を 

念頭に おいた ことがない ので ある。 

新聞 小説 を 書く と、 こんな 人々 まで 読む、 そう 考え 

る 作者 は、 ときに 楽しく もなる。 これ は、 おもしろい 

や、 そんな 気持に もなる。 

とにかく、 文芸批評 家と か、 先入主 をた てて 読む 連 

中より は、 自分 だけの 生活 を 唯一 の 心棒に 新聞の 小説 

もよ むと いう 白紙の 魂の ために 書く 方が ハリア ィがぁ 



子 は 宝 塚に 熱中の 程度 だから、 性的な 観賞 力が 低下し 

ている のか も 知れない。 

とにかく、 ジュ バン 一 枚の 大女の 相撲が 浅 草に 現れ 

て も 人気 を 博す と は 思われな いが、 ストリップ. ショ 

ォが 人気 を 博す の はうな ずく ことができる。 なぜなら 

健康で も あるし、 美しい の だから。 美しくな いや、 と 

いう 観賞 力の 発達した 人 は 見なければ よい。 そしてみ 

んな 観賞 力が 発達して 振 向かない ようにな ると、 スト 

リップ. ショォ はつ ぶれる か、 それ 自身が 実質的に 向 

上す るか、 あるいは 場末に だけ 残存す るか、 どちら か 

になる。 
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